
 

Ⅳ 研究成果の育成状況(育成試験) 

 

１ 育成試験結果 

①育成試験テーマ名、②研究シーズ（研究者）、③実施機関（研究者）、④実施年度、⑤育成試験

概要、⑥成果（他事業への移行、商品化、起業化、特許等）。 
 
１ 
①新規光増感剤を使用した湿式太陽電池の試作 
②榊 茂好 
③熊本大学工学部教授 
④11 年度 
⑤低価格でエネルギー収支上で優位にある Gratzel 型湿式太陽電池が用いているルテニウム錯
体色素を、資源的にも価格的にも優位な銅錯体新規光増感剤に置換し独自の TiO2 微粒子系キャ
リア発生層と組み合わせて、新規太陽電池プロトタイプをつくる。 
⑥３種類の銅（I)錯体を合成し、P25 の TiO2 に吸着させて、湿式太陽電池を作成した。カチオ
ン性の銅(I)錯体は光起電力を発生させなかったが、アニオン性の銅(I)錯体は可視光照射下で
光起電力を発生させた。起電力は昨年と同程度、光電流は昨年に比べて、１００倍に向上した
が、Gratzel 太陽電池にはまだ及ばない。今後、TiO2 薄層の作成、電解液の改良を行う。 
 
２ 
①任意の抗原に特異的なヒト型モノクローナル抗体の作成 
②川原 浩治 
③北九州工業高等専門学校物質化学工学科助教授 
④11 年度 
⑤ヒト型モノクローナル抗体は、ヒト由来でありガンやアレルギーの診断・治療に有用な新規
医薬品として期待されているが取得が困難であった。そこで細胞融合技術の確立、体外免疫技
術の開発を進めヒト型抗体の試薬としての製品化を進める。 
⑥タンパク質高生産のヒト細胞株を３株選択し、細胞融合用の新しいヒト融合パートナー細胞
株の候補とした。現在、細胞融合時に必要な薬剤耐性変異株の取得を行っている。 
 11 年度、経済産業省（当時 NEDO）、即効型地域新生コンソーシアム研究開発事業 
 平成１２年度にヒト型モノクローナル抗体を実用化。開発継続中。 
 キューリン・パーセル㈱を設立。 
 
３ 
①ペレット状微粒ダイアモンド電鋳工具のサンプル試作 
②仙波 卓弥 
③福岡工業大学工学部知能機械工学科 教授 
④11 年度 
⑤LIGA プロセスのフォトリソグラフィをマイクロ研削で置換したマイクロ機械加工技術を開
発するため、φ3×15  mm の極微粒ダイアモンド電鋳皮膜を短時間で製造できる、高速電鋳技
術の開発を行った。従来の電鋳工具の製造方法に比べ、製造時間を 1/100 程度に短縮化できる
均一に砥粒が分散した極微粒ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ電鋳工具を製造する見通しを得た。 
⑥φ3×15  mm の極微粒ダイアモンド電鋳皮膜を一本当たり 7.5 時間で造ることができる，高
速電鋳技術を開発できた。 
進捗状況：電鋳工具の製造に使われている陰極電流密度は，通常の場合，0.5 A/dm2 程度．こ
れを 30 A/dm2 にまで上げた，高速電鋳工具製造技術の開発に成功．現時点で直径が 30mm，厚
さが 4mm 程度の厚地工具の製造が可能。 
 14～15 年度、JST、重点地域研究開発推進事業 
 
４ 
①パームオイル廃液資源化による地球温暖化ガス排出の抑制 
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②白井 義人 
③九州工業大学情報工学部助教授 
④11 年度 
⑤マレーシアにおけるパームオイル生産では年間 40000ppm の COD をもつ廃液が 1500 万トン排
出されている。そこで、パームオイル廃液を高速で有機酸に変換し工場から排出されるエナル
ギーで濃縮、鉄触媒で有用ケトンに 50%以上の収率で変えることに成功した。 
⑥１．固形廃棄物の燃焼により生成有機酸を十分濃縮し、蒸発により取り除いた液も凝縮後十
分再利用や河川放流が可能であることがわかった。２．凍結濃縮法により嫌気パームオイル廃
液を２倍以上に濃縮てきた。３．亜臨界条件で生成有機酸を効率的に有用ケトンに変換できる
ことがわかった。 
 １．13 年度、環境省、請負事業温暖化対策クリーン開発メカニズム事業調査 
２．14 年度、環境省、請負事業温暖化対策クリーン開発メカニズム事業調査 
３．14 年度、環境省、クリーン開発メカニズム認証モデル事業 
４．15 年度、環境省、請負事業温暖化対策クリーン開発メカニズム事業調査 
 

５ 
①高移動度有機半導体の開発 
②江良 正直 
③佐賀大学理工学部機能物質化学科 助教授 
④11 年度 
⑤環境負荷が小さい新型湿式太陽電池の全固体化の実現を目指し、薄膜形成能に優れ、かつ
10-3cm2V-1s-1 のｵｰﾀﾞｰの電子的ｷｬﾘｱ移動度を有する有機半導体薄膜を開発する。さらに、正孔
移動性、電子移動性あるいはﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ輸送性の制御を行う。 
⑥フルオレン骨格を有する色素を５種合成し、これらがホール輸送性を有していることを見出
した。また、その中のひとつが 1.8x10-3cm2/sV の非常に高いホール移動度を有することを見出
している。現在、分子構造と移動度との関係について詳細な検討を進めている。また、電子輸
送性が期待できる色素として、やはりフルオレン骨格を有する色素にオキサジアゾール基を導
入した色素を 2種合成した。これらの移動度に関して検討中である。 
 
６ 
①生殖腺刺激ホルモン放出ホルモン(GnRH)による魚類の成熟・産卵統御法 
②松山 倫也 
③九州大学大学院生物資源環境科学研究科海洋生物学 教授 
④11 年度 
⑤養殖魚の種苗生産を行うため、新しい成熟・産卵の統御法の開発を行った。開発した、GnRH
を生体分解性の高分子ﾎﾟﾘﾏｰに内包した GnRH 担体複合体の剤型(GnRHa ﾎﾟﾘﾏｰﾍﾟﾚｯﾄ)は担体高分
子の分子量を変えることにより薬剤の放出ﾊﾟﾀｰﾝを制御でき適切な GnRH の投与が可能になった。 
⑥ 環境（水温、日長）調節により卵黄形成を促進した養成ブリ親魚に、浸透圧ポンプに封入
した GnRH を腹腔内に埋め、その後ヒト生殖腺刺激ホルモン（HCG）を投与することにより、2000
年 1 月 29 日に親魚５尾から平均受精率 94％、合計 125 万尾の仔魚を得ることができた。これ
は国内で最も早い種苗生産記録となった。その後、いくつかの基礎研究に基づき、卵経測定に
よる卵黄蓄積の確認後、親魚へ HCG を１回投与するのみで、確実に良質の受精卵を得る方法を
開発した。この方法により、これまでの天然の仔魚に 100%依存していたﾊﾏﾁ養殖用種苗が人工
的に生産できるようになり、かつ生産時期も調節できるようになった。現在、長崎県では本法
を用いて、多くの種苗生産業者がブリ種苗の早期生産を行っている。 
 
７ 
①ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝﾚｽ･ﾓｰｼｮﾝｷｬﾌﾟﾁｬ法の実証用ﾌﾟﾛﾄ･ｼｽﾃﾑ構築 
②石川 聖二 
③九州工業大学工学部機械知能工学科 教授 
④11 年度 
⑤３台以上のﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗを用いて３次元物体の形や動きを撮影し、その映像から従来のｽﾃﾚｵ法の
ような事前のｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ無しに、物体の形・動きを３次元復元する手法を開発した。 
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⑥現在導入した PC へのシステムおよび関連プログラムの移植を順調に進めている。 
 
８ 
①有害な有機溶媒を用いないﾏｲｸﾛｺｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑの開発 
②三島 健司 
③福岡大学工学部化学工学科助教授 
④11 年度 
⑤超臨界二酸化炭素の欠点であった高分子に対する低い溶解力を上昇させる貧溶媒の特異共存
効果を利用し、高分子に対して貧溶媒であるｴﾀﾉｰﾙ等を添加溶媒とし超臨界流体溶剤との混合時
にのみ特異的に高分子の溶解度を上昇させ癒着のない高分子微粒子の製造技術を開発した。 
⑥有害な有機溶媒を用いずに、pH 応答型の薬剤のマイクロカプセルを製造することができた。
今後はこのマイクロカプセル製造技術を他の温度などに応答する機能性薬剤や化粧品などの製
品開発に応用する。 
 １．14～16 年度、JST、重点地域研究開発推進事業 
２．13～14 年度 経済産業省「戦略的産業実用化開発事業」 

 ア．豊和㈱にて超臨界無廃液染色装置が実用化、イ．日機装㈱にて SC スプレーヤーとして実
用化、ウ．㈱アイテックにて超臨界微粒子製造装置として実用化、エ．花王㈱にてファンデー
ションの製造方法として実用化 
 
９ 
①線状分布した放射ﾉｲｽﾞ源探知技術の開発 
②石田 康弘 
③福岡県工業技術センター機械電子研究所主任技師 
④11 年度 
⑤製品開発において放射ﾉｲｽﾞを限度値以下に抑えるには、その発生箇所の特定が必要と考えら
れるが、有効なﾉｲｽﾞ源探知法は確立されていない。そこで、本研究により、国際標準の測定系
を用いる新たな放射ﾉｲｽﾞ源探知法を考案した。 
⑥ケーブル状模擬波源のモデル化・試作、ノイズ源分布計算、及び計算機シミュレーションに
よるノイズ源推定を当初の予定どおり実施し、遠方界振幅情報から模擬機器のノイズ源分布が
0.1m 以内の精度で推定された。 
 １．13 年度、経済産業省、集積活性化事業 
２．15～17 年度、福岡県産炭地域振興センター、新産業創造等基金センター委託事業 
 

１０ 
①新しい金属系複合材料の生体用構造材料への適用可能性評価 
②小金丸 正明 
③福岡県工業技術センター機械電子研究所主任技師 
④11 年度 
⑤本研究グループで、チタン合金（Ti-6Al-4V 合金）をタングステン短繊維で強化した新しい
金属系複合材料を開発した。この複合材料は、生体適合性に優れたチタン合金をベースにして
いるため、高性能で長期間安全に生体内へ埋設(ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ)でき、使用者の負担軽減を指向した生
体材料として利用できる可能性がある。本研究では，この複合材料が生体用構造材料として適
用可能か，基礎的な生体適合性試験を実施して評価することを目的とした。 
⑥金属系複合材料（タングステン短繊維強化 Ti-6Al-4V 合金）の引張特性、耐食性および細胞
適合性を評価した。引張強度は約 1300MPa 程度、0.2%耐力は約 1200MPa 程度と非常に高かった。
これは、従来のチタン系生体用構造材料の強度に比べて優れている。さらに、基礎的な生体適
合性試験（擬似体液中でのアノード分極試験による耐食性の評価、培養細胞を用いた細胞適合
性評価）を実施した。これらの結果は、従来のチタン系生体用構造材料に比べてやや劣るもの
であった。以上の結果を、Materials Transactions 誌上で発表した。 
 
１１ 
①動物細胞培養床用ｱﾊﾟﾀｲﾄｼｰﾄ及びｼｰﾄを利用した細胞大量培養装置 
②川勝 博伸 
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③福岡県工業技術センター生物食品研究所専門研究員 
④11 年度 
⑤ﾊﾟﾙﾌﾟ繊維にｱﾊﾟﾀｲﾄを複合してｱﾊﾟﾀｲﾄ･ﾊﾟﾙﾌﾟ複合繊維をはじめて開発した。これは、ｱﾊﾟﾀｲﾄ
が有するイオン吸着特性、生体親和特性が付与された、３次元形状への２次加工が可能なｼｰﾄ
形状で、動物細胞の高密度連続培養を可能にした。 
⑥動物細胞床用アパタイトシートを作成し，シートを組み込んだ細胞培養モジュールを試作し、
モジュールを組み込んだ簡易型連続培養装置での CHO-K1 細胞の連続培養を実施中。 
ＲＳＰ事業の成果を受けた，モジュールを組み込んだ新規培養装置を製品化するため研究開発
を実施中。 
 １．13～15 年度、ふくおか IST、産学官共同研究開発事業 
２．15～16 年度、経済産業省、地域新生コンソーシアム研究開発事業 

 ㈱アステックにおいて、高効率高密度大量細胞培養装置として実用化。 
 
１２ 
①繊維およびﾌｨﾙﾑのﾅﾉ加工法の開発 
②真鍋 征一 
③福岡女子大学教授 
④11 年度 
⑤材料に複雑な複数の機能を同時に付与するため、後加工により材料内部の特定領域の微細構
造を設計とおりに改造する技術(ﾅﾉ加工技術)の基本原理を確立した。 
⑥ ナノメータオーダの特定空間部に金あるいは酸化鉄を埋め込 み金属と高分子とのナノオ
ーダでの複合体を作製できた。同時に導電性を付与出来ることも実証できた。 
 
１３ 
①高吸着能を有する多孔質 TiO2 膜 
②渡 孝則 
③佐賀大学理工学部教授 
④12 年度 
⑤TiO2 前駆体水溶液にスメクタイト(SM)を分散した後、重合する方法により TiO2 微粒ゾルを
合成し、この塗布・熱処理により高比表面積 TiO2 膜を作製する。Ru 系色素の吸着量は
130nmol/cm2 以上で、揮発性有機物の吸着濃度はﾄﾙｴﾝで 10ppm 以下、キシレンで 1ppm 以下とな
る複合膜を目指す。 
⑥スメクタイトを複合化した TiO2 ゾルを用いることにより、多孔質膜の比表面積を５倍程度大
きくすることが出来た。色素吸着量の絶対値は測定できていないが、SM(10wt%)/TiO2 膜の色素
吸着量は無添加のよりも多くなった。色素溶液濃度５×１０－４Ｍ、８０℃での吸着処理が必
要であることがわかった。太陽電池特性について、開放電圧及びフィルファクターはＳＭ添加
によりほとんど変化せず、短絡電流は低下した。ﾄﾙｴﾝの吸着量は、SM(10wt%)/TioO2 膜で、
0.28mmol/g、SM(20wt%)/TiO2膜で2.6mmol/gとなり、膜の比表面積に対応する吸着量となった。 
 
１４ 
①誘電泳動インピーダンス測定による水中微生物検出法の開発 
②末廣 純也 
③九州大学大学院システム情報科学研究院 助教授 
④12 年度 
⑤誘電泳動現象と電気インピーダンス測定を組み合わせた新しい水中微生物検出法（誘電泳動
インピーダンス計測法）の開発を行っている。本研究では、誘電泳動インピーダンス計測法に
新しい要素技術を導入し、生菌と死菌の判別機能や特定病原菌の選別機能などを新たに付与す
ることを目的としている。 
⑥凝集法により抗体に反応する特定の微生物のみをインピーダンス測定で検出できることを実
証した。1MHz 以上の高周波電界では微生物内部の伝導率の低下によって誘電泳動力が低下する
ことがわかった。この結果、死菌と生菌の判別測定における電界条件に関する指針が得られた。
加熱殺菌の場合、菌の失活から数分以内に誘電泳動現象に変化が現れ、生菌のみを選択的にイ
ンピーダンス検出できることを確認した。これに対して紫外線殺菌の場合には、菌失活から誘
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電泳動に変化が認められるまでに１０時間以上の時間が必要であることが明らかになった。こ
れは両殺菌法で殺菌のメカニズムが異なることに起因するものと推定される。 
 14～15 年度 日本学術振興会 科学研究費補助金 
 本技術シーズを元に、菌数計測装置として実用化。 
 特許出願件数：国内３件 
 
１５ 
①白色発光体の開発 
②又賀 駿太郎 
③九州大学物質科学研究所教授 
④12 年度 
⑤芳香族、複素芳香族置換基を持つ Diaroyloxadiazole 誘導体を合成し、これを縮環複素環で
ある Imidazolopyridine 化合物へ誘導する。合成した化合物について、蛍光性を評価する。 
⑥アセトフェノン類から、4,7-ジフェニルイミダゾロ[4,5-c]ピリジン、4,7--ジ（p-メトキシ
フェニル）イミダゾロ[4,5-c]ピリジン、4,7-ジ（2-チエニル）イミダゾロ[4,5-c]ピリジン、
4,6,7-トリフェニルイミダゾロ[4,5-ｃ]ピリジンを合成した。これらは、固体状態でブロード
な発光スペクトルを示し、青みかかった白色蛍光を発することを確認した。また、結晶構造解
析を行い、分子間に水素結合、中心ヘテロ環クロモファー間π-π相互作用が存在することを確
認した。有機 EL デバイスとしての評価を依頼している。 
 
１６ 
①２方向同時変位分布計測システムの開発に関する研究 
②内野 正和 
③工技センター機械電子研究所機械技術課主任技師 
④12 年度 
⑤本研究では高分解能なスペックル干渉法で２次元同時計測システムの開発を行う。２次元同
時計測や座標変換等ができれば、現在、設計の分野で広く使われている有限要素法のキーポイ
ントである境界条件の実測、電子部品等の動作時の熱応力解析、複雑な機構や組み合わせを持
つ機械や構造物の実計測等も可能となり、企業のものづくり、研究開発分野をサポートできる。 
⑥本計測システムは、２方向から別々の波長のレーザを照射できる光学系、並びにそれらを分
離して、同時に取り込む画像システムで構成する。装置は水平方向に波長λ１の He-Ne レーザ
を、垂直方向に波長λ２の Ar イオンレーザを用いる。発生するスペックルパターンは波長λ１
とλ２が混在するので、画像処理部で、広域と狭域のフィルターで波長を分離、水平方向、垂
直方向のデータを同時にパソコンに取り込みことを確認した。次に、動的な変形を加えて計測
実験を行った。水平、垂直ともに、波長が分離され、静的な荷重下での計測と同様、水平、垂
直方向のデータが取り込まれていることを確認した。また、解析後の画像では連続して縞が増
加している様子が見られた。 
 特許出願件数：国内１件 
 
１７ 
①ｾﾙﾛｰｽ由来の水溶性オリゴ糖誘導体の重金属吸着能 
②世利 桂一 
③工技センターインテリア研究所主任技師 
④12 年度 
⑤セルロースの新規な有効利用を目的に、加圧熱水を反応媒体として反流通式分解装置を用い
てオリゴ糖を高効率で取り出し、得られたオリゴ糖の機能性を検討する。 
⑥加圧熱水によりセルロースを短時間で効率的に可溶化できることが示された。操作条件を制
御することで、水可溶成分と析出成分の収量割合を制御することが可能であることが示された。
分解生成物を分析した結果、ほぼ２０量体までのオリゴ糖が有効に得られることがわかた。引
き続きこれらの生成物の機能性について研究を進める。 
 
１８ 
①打音法を改良した SIBIE 法による内部欠陥評価 
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②大津 政康 
③熊本大学大学院自然科学研究科教授 
④12 年度 
⑤打音法は、衝撃を与えて内部欠陥からの反射音を検出する検査法であるが、反射音の判断基
準は可聴音の変化に依存している。これを定量化し弾性波動の検出により、波動理論に基づい
て解析し、内部欠陥を反射源として画像処理し可視化する手法を開発する。 
⑥衝撃入力装置の開発に時間を要したが、携帯式の装置の開発を行い、周波数特性の検討も実
施した。また、現場用弾性波計測装置についてはシステムが構築され、計測能力を実験により
確認した。そして、SIBIE の縦波速度の影響については、±100m/s 以内の誤差で速度が決定さ
れる必要があることが明らかになり、そのための速度の測定法を検討した。その結果、現状の
透過法の試験装置でも１０回以上の計測で上記の制度を実現できることが明らかになった。従
来の打音法では、内部欠陥の存在及び位置を周波数スペクトルの 
ピーク周波数より評価していた。これを画像処理するソフトウエアを開発し、 
欠陥の可視化に成功した。 
 
１９ 
①高齢者の転倒予防のための反応時間改善のためのプログラム作成 
②堀田 昇 
③九州大学健康科学センター助教授 
④12 年度 
⑤本研究では、老人が操作する特別仕様の入力機器をパソコンにつないだシステムを使用する。
このシステムを使って収集した反応時間データを解析評価し、加齢に伴う反応時間の遅延を予
防するトレーニング・プログラムの開発を目指す。 
⑥手指及び脚指の反応時間が測定できる機器を開発し、それを用いてパソコン画面上の動作情
報に沿って、手指及び脚指を反応させるプログラムを作成し、高齢者を対象に実施した。この
結果、身体的活動能力の低い高齢者において反応時間が遅延する傾向が示された。そして、こ
の遅延を予防改善するトレーニングが必要であることが示唆される。 
 
２０ 
①層状水噴射によるディーゼル排気有害物質の低減 
②高崎 講二 
③九州大学大学院総合理工学研究院 教授 
④12 年度 
⑤ディーゼルエンジンの燃料中に水を添加すると、燃焼温度の低下により NOx を、また噴霧運
動量の増加により微粒子（黒煙）を低減できる。燃料と水の層状噴射については、大型の可視
化エンジンを使った燃焼の高速度観察、噴霧運動の数値シミュレーション、実機試験による排
気の計測により、排気有害成分の低減に対する格段の効果を確認できつつある。そこで水エマ
ルジョン燃料についての研究を推進し、両方法を対比しつつ最適な実用システムに結びつける。 
⑥燃料と水を同一のノズルから時間的に分離して噴射する’層状水噴射システム’を開発した。
このシステムを大型可視化エンジンに適用し、燃焼の大幅改善とその理由を解明した。また、
実機運転を行った結果、NOx と黒煙が同時に半減することを確認した。もう一つの水添加方法
であるエマルジョン燃料の燃焼可視化解析により、水添加による噴霧火炎内ホットスポットの
減少（NOx の減少）スート生成の減少を確かめた。 
 15～16 年度、日本造船研究協会、SR803 事業 
 
２１ 
①粒界構造データ・ベースを用いた耐熱鋼の組織評価 
②中島 英治 
③九州大学総合理工学研究院助教授 
④12 年度 
⑤耐熱温度の高い先端構造材料の組織を方位像顕微鏡と透過電子顕微鏡で観察し、得られた結
果より組織評価を行う。また、高温クリープ試験による組織変化がどのような粒界の移動によ
っておこるのかを解明し耐熱性の優れた組織を有する材料の設計指針を示す。 
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⑥「粒界エネルギー」と「傾角」の関係を幾何学的理論と分子動力学法によって解析し、マル
テンサイト組織の各種粒界の判別ができる「データベース」を作成した。マルテンサイト組織
を有する改良９Cr-１Mo 鋼の初期組織、クリープ中断材、破断材の粒界性格解析により、クリ
ープ変形による組織変化を検討。 その結果、ある種（ブロック粒界、パケット粒界）はクリ
ープ変形中はあまり変化せずに寿命消費率 95％付近で急変することが確認された。および、ラ
ス境界がクリープ変形中に等軸化することが確認された。これらから、より高温で熱的に安定
な組織を開発するためにはラス境界の移動を抑制する必要があることが分かった。 
 
２２ 
①DE 級増幅器を用いた小型高効率スイッチング電源 
②末次 正 
③福岡大学工学部電子情報工学科助教授 
④12 年度 
⑤電源回路の小型化にはスイッチング周波数を高くする必要がある。しかし、スイッチング周
波数を高くすると、スイッチング損失という電力損失が増大し電力変換効率が下がる。そこで、
無線機器分野で送信回路の電力増幅器として用いられていた E級増幅器を開発しスイッチング
電源に用い 10MHz 以上の高周波でも 95%以上の効率で動作する、きわめて小型軽量で電力損失
が少なく、また雑音の発生も少ない電源回路の開発を目的としている。 
⑥プロトタイプ回路を試作し実験。その結果、自励式 DE 級増幅器の動作が不安定なため、他励
式の増幅器に変更。次に、プリント基盤における「E級増幅器+E 級整流器」による DC－DC コン
バータの試作回路を設計、作成。動作特性調査。整流器の位相制御回路について、特許出願準
備中。最終的には、完全デジタル化を目指す。 
 特許出願件数：国内１件 
 
２３ 
①新規光増感剤を使用した湿式太陽電池の試作 
②榊 茂好 
③熊本大学工学部教授 
④12 年度 
⑤安価な太陽電池として Graetzel 型太陽電池の開発が進んでいるが増感剤として用いられるﾙ
ﾃﾆｳﾑ錯体は高価で資源的問題もあり、これを安価な銅錯体に代えることにより、超微粒子半導
体(TiO2)と組み合わせた太陽電池の開発を行う。 
⑥新規光増感剤として数種の銅錯体を開発。佐大チームと太陽電池試作中。 
 
２４ 
①錯体系色素を用いる固体型酸化チタン太陽電池の開発 
②江良 正直 
③佐賀大学理工学部機能物質化学科助教授 
④12 年度 
⑤新しい多孔質 TiO2 薄膜の作製法、新しい錯体系色素、有機導電性薄膜を組み合わせ現在主流
であるシリコン系太陽電池に変わり得る、エネルギー収支に優れかつ安価な色素増感固体型酸
化チタン太陽電池の開発が可能になる。 
⑥電解質溶液を置換する導電性有機薄膜を開発。熊大と太陽電池試作中。 
 
２５ 
①省エネ型快適空気環境維持装置の開発 
②真鍋 征一 
③福岡女子大学教授 
④12 年度 
⑤空気中の水蒸気を親水性のセルロース系中空糸膜の内面に凝縮させ、外部へ放出させること
により省エネルギー的に熱回収を行う。 
⑥空気中の水蒸気が蒸発潜熱をもつことを利用し、断熱系で潜熱を回収し、同時に除菌しなが
ら高温乾燥空気を得ることに成功した。この方法を用いると乾燥空気ー湿潤空気ー乾燥空気の
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循環は浮遊粒子（粒子径 10nm 以上）に対しては完全密閉系が可能である。 
 平成１６年度に㈱シグマー・リサイクル技術研究所を設立予定。 
 特許出願件数：国内１件 
 
２６ 
①ﾌｰﾘｴ級数型学習しきい素子 Folthret とその自動運転及びﾛﾎﾞｯﾄへの応用 
②横井 博一 
③九州工業大学工学部生命体工学研究科 教授 
④12 年度 
⑤フーリエ級数型学習しきい素子 Folthret に対して、さらに変調方式を導入することによりネ
ットワークの超大規模化を目指す。 
⑥人工ニューラルネットワークに周波数分割方式を取り入れ、ネットワークの配線を著しく簡
単化できる人工ニューラルネットワーク用基本素子 Folthret を半導体素子でハードウェア化
した。これを超大規模化する方法として変調方式を取り入れたシステムを提案した。 
 
２７ 
①マグネシウムの接合技術に関する研究 
②中村 憲和 
③工技センター機械電子研究所研究員 
④12 年度 
⑤パソコン等のケースに部品固定用ボルトを接合することを想定し、マグネシウム合金の基材
上にマグネシウム合金ボルト及びアルミニウム合金ボルトを接合するために、はんだ付、ろう
付接合及びスタッド溶接の適用可能性を検討する。 
⑥スタッド溶接に関して、スタッド材がマグネシウム合金 AZ31B では、溶接電流が 110V 以上の
場合に、引張強さが 100MPa 以上であり、接合性は非常に良好であった。一方、スタッド材がア
ルミニウム 1050 及びアルミニウム合金 5052 の場合には、接合部に脆弱な金属間化合物が生成
したため、引張強さは最高値で 40MPa 程度であり、接合性は悪かった。はんだ付及びろう付に
関しても、接合性は悪かった。 
 １．13 年度、福岡県、福岡県基盤的技術産業集積事業 
 本技術シーズを元に、１．スタッド溶接機を量産化。２．溶接機ロボットを量産化。 
 
２８ 
①有機半導体薄膜の構築とその利用 
②筒井 哲夫 
③九州大学大学院総合理工学研究院 教授 
④13 年度 
⑤有機半導体薄膜においてキャリア移動度を向上させるため、分子構造の設計、分子凝集構造
の設計の可能性を追求し、キャリア移動度の向上にはπ共役系の拡張、ﾄﾞｰﾊﾟﾝﾄの添加が有効で
あることを見出した。また、分子凝集構造とキャリア移動度の相関関係を調べた結果分子配列
を制御した液晶硝子薄膜を用いれば、無定型ガラス状態の場合より、１桁以上移動度が向上す
る例を見出した。分子配向性や分子凝集状態を制御した有機薄膜作成方の探索を行う。 
⑥液晶類似構造を有する有機半導体の配向薄膜の作成に成功し、さらに有機溶媒に難溶解性の
機能性高分子の薄膜形成法として、新しいスプレイ法を開発した。また、薄膜中のキャリヤー
移動度測定法として、従来法に加えて、空間電荷制限電流法及び電解効果トランジスタ法の２
法を確立した。 
 14～18 年度、経済産業省、研究開発事業「高効率有機デバイスの開発事業」 
 
２９ 
①Si/SiGe/Si ヘテロ界面構造形成と歪み制御 
②宮尾 正信 
③九州大学大学院システム情報科学研究院 教授 
④13 年度 
⑤分子線エピタキャシル成長法と固相成長法とを併用する新しい結晶成長法で、Si/SiGe/Si ヘ
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テロ界面を原子層で平坦化することに成功している。これに加え、キャリアーの走行するチャ
ンネル領域に歪みを導入し、チャンネル領域のバンド構造を歪みで変調する工夫を行い電子の
有効質量を低減した。これらの技術を用いヘテロ構造トランジスタを試作し高速動作を実証し
た。SiGe 層を走行するキャリアーの挙動解明と熱的安定性の向上をおこなう。 
⑥SiGe 層を走行するキャリヤー挙動と熱的安定性を Si1-xGex の組成の関数として明らかにし
た。Ge 濃度の増加に伴い、シート抵抗の低下、及び過飽和キャリヤー濃度の平衡状態への移行
課程の抑制がもたらされた。また、結晶化過程をも組成の関数として明らかにした。 
 
３０ 
①歪ＳＯＩウェーハの欠陥検出とその制御 
②中島 寛 
③九州大学産学連携センター 教授 
④13 年度 
⑤LSI の物理的微細化限界（デバイス寸法 0.1μm 以下）に起因する高速・低消費電力化限界を
ウェーハ側からブレークスルーすることを目的とし、低コスト・高品質な歪 Si/SiGe/SOI（歪
SOI）ウェーハを開発し、デバイスで２倍の高速・低消費電力化を実現する。SOI 並びに歪 SOI
ウェーハの高感度欠陥評価技術の開発を行う。 
⑥SOI ウエーハの電気的活性欠陥を検出するための測定試料構造を明らかにした。ついでこの
試料に接合過渡容量分光法を適用して、トップ Si ならびにバルク Si の欠陥を検出する方法を
考案した。意図的に Fe をドープした SOI ウエーハに対して、実際に Fe-B ペアの信号を確認で
きた。 
 13～15 年度、文部科学省、先導的研究等の推進事業 
 
３１ 
①DNA ｺﾝｼﾞｭｹﾞｰﾄ物質を用いる遺伝子診断法 
②前田 瑞夫 
③九州大学大学院工学研究科応用化学部門 教授 
④13 年度 
⑤市販のキャピラリー電気泳動装置において、そのままでは分離することの出来ない遺伝子
DNA の塩基変異体を、同装置内に特殊な化学処理を施すことにより、分離・定量する方法を開
発した。すなわち、ポリアクリルアミドーオリゴデキオキシヌクレオチドグラフト共重合体(DNA
ｺﾝｼﾞｭｹﾞｰﾄ物質)をゲル媒体中に共存させることにより、正常遺伝子と変異遺伝子との間で明瞭
にピーク分離する事に成功した。K-ras 癌遺伝子の一塩基変異についてその有用性を証明した。 
⑥流路に DNA コンジュゲート物質を充填したゲル電気泳動法によって DNA 混合物の中から一塩
基変異体を分離・検出することができることを明らかにしてきたが、本研究では、この技術を
マイクロチップ電気泳動法に適用するための基本的な技術を確立した。この技術によって正常
型と一塩基変異型の DNA を 1 分以内に明確に分離することに成功した。 
 13～15 年度、文部科学省、科学技術振興調整費・先導的研究等の推進 
 
３２ 
①非水媒体中で機能する高機能化酵素を用いた環境浄化ｼｽﾃﾑの構築 
②割石 博之 
③九州大学大学院農学研究院 教授 
④13 年度 
⑤担子菌由来の酵素あるいは菌体そのものを対象とし、非水媒体中で高機能性を発現するよう
な新規環境適合型の生体触媒を高度利用したバイオプロセスを構築するにあたり、界面活性剤
－酵素複合体によるリグニン分解酵素の溶媒耐性化、リグニンペルオキシダーゼをミミックす
る全合成人工酵素、溶媒中でペルオキシダーゼとして機能するｵﾘｺﾞﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ-ﾍﾑ複合体の実用化
技術を開発した。酵素界面活性剤複合体調整及び反応条件の最適化を行う。 
⑥非水媒体中で安定に機能する酵素型触媒を開発して、これを環境浄化システムの構築に応用
する。酵素をミミックしたマイクロぺルオキシダーゼ(MP-11)を用い、難除去性物質(アゾ染料) 
が幾つかの有機溶媒中で分解・脱色されることを確認し、メカニズムを明らかにした。また、
MP-11 により触媒されるジベンゾチオフェンの酸化反応のメカニズムも明らかにした。 
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 15～17 年度、NEDO、マッチングファンド事業（分担） 
 
３３ 
①アナログ人工網膜を用いた並列視覚デバイス 
②八木 哲也 
③九州工業大学情報工学部 教授 
④13 年度 
⑤アナログ超並列シリコン網膜は、生体網膜にある順応性、すなわち光強度に応じた光電変換
ゲイン、および画像コントラストに応じた解像度の自動調整機構を取り入れた 2次元 CMOS 視覚
デバイスであり、平成 12 年度においては、既開発の 50ｘ50 画素の並列視覚デバイスを利用し
た応用機器の開発と、100ｘ100 画素のチップ開発を平行して進めた。このシリコン網膜を画像
入力デバイスとした、アナログーデジタル混在型の画像処理ﾓｼﾞｭｰﾙを開発する 
⑥前年度試作のアナログ超並列シリコン網膜の性能確認の結果、ロジックリサーチ社設計のも
のは九工大設計ものに対し 1/10 程度の出力しか確認できなかった。また、アナログーデジタル
混在型の画像処理ﾓｼﾞｭｰﾙの開発を行った結果、FPGA 内部に目的に合わせたロジック回路を構成
することで、多様な情報をリアルタイムに処理できる可能性が確認できた。 
 14～16 年度、JST、重点地域研究開発推進事業 
 特許出願件数：国内２件、海外２件 
 
３４ 
①廃材炭化物からの不燃性遮音ボードの開発 
②樋口 光夫 
③九州大学大学院農学研究院 教授 
④13 年度 
⑤スギ廃材炭を用いて遮音機能と防火機能をもつボードの開発にあたり、ボードに吸水ゲルを
含ませることにより音波（弾性波）のｴﾈﾙｷﾞｰを液体の流動変形の熱エネルギーとして減衰させ、
水により防火機能を高め、水分の調整に塩化カルシウムを用い効果を確認している。新しいゲ
ル系の探索と建築用材としての応用研究を行う。 
⑥各種ゲル素材およびボードとの複合化方法を検討した結果、寒天(0.1-0.2wt%)-塩化カルシウ
ム水溶液を複合化した系で、良好な保水性と遮音性を示すボードが得られた。50-6,000Hz の音
域で 15dＢ以上の高い遮音性が確認できた。 
 
３５ 
①金属酸化物構造体及びその製造方法 
②諫山 宗敏 
③福岡県工業技術センター化学繊維研究所 専門研究員 
④13 年度 
⑤二分子膜形成能を有する両親媒性化合物を水に分散・会合体形成を行わせた溶液に金属酸化
物を含む溶液を接触させることによって、ナノ～メソ（１０－９～１０－７）レベルの金属酸
化物構造体の製造方法を確立した。また、この工業的製造方法についても検討し、細孔径
50nm(比表面積 800 m2/g ), 4nm(比表面積 900 m2/g)等の金属酸化物構造体粉末を得ている。今
回二酸化チタン(TiO2)の化合物の合成、及び中性の膜化合物の合成に取り組む。 
⑥シリケート構造体の合成では、親水性基に４級アンモニウム基を用いて(SiO4-)n の重縮合を
行った。しかし、TiO2 の場合には SiO2 に比べ縮合速度が極端に速く、親水性基に従来の 4 級
アンモニウムを用いることは出来ないことがわかった。そこで、更に極性の弱い化合物を合成
し構造体の合成中である。 
 
３６ 
①酵母のピリドキシン合成形路の解明 
②近藤 寛樹 
③九州工業大学情報工学部教授 
④13 年度 
⑤出芽酵母のピリドキシン（ビタミンＢ6）合成経路を解明するために、酵母の染色体 DNA に変
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異を起こさせ、ピリドキシン合成能を失った変異株を多数作製した。変異株（一倍体）の接合
実験によって少なくとも 5つの遺伝子がピリドキシン合成に関与することを見出した。変異株
に染色体 DNA のライブラリーを導入し、ピリドキシン合成能を回復した復帰株を作製し、機能
未知の遺伝子がピリドキシン合成に関与することを突き止めた。これらの遺伝子産物（タンパ
ク質酵素）の機能を解明し、ピリドキシン合成経路の全貌を明らかにする。 
⑥酵母および植物、古細菌などのピリドキシン（ビタミン B6)合成に関わる遺伝子として、RKI1, 
SNO1, SNZ1 を突き止めることができた。RKI1 の翻訳産物（タンパク質酵素） はペントースリ
ン酸経路でリボースリン酸とリブロースリン酸の相互変換に関わっていることが知られていた
が、今回ピリドキシンの出発原料としてリブロースリン酸を供給する役割があることが分かっ
た。SNO1, SNZ1 の翻訳産物は複合体を形成し、前者がグルタミンを加水分解する活性を有する
ことを見出した。後者は生じたアンモニアを何か未知の化合物にくっつけ、それがリブロース
リン酸と縮合してピリドキシンになるものと推測している。 
 
３７ 
①フラットパネルスピーカの利用技術に関する研究 
②河原 一彦 
③九州大学大学院芸術工学研究院 助手 
④13 年度 
⑤フラットパネル型スピーカは、今後の発展が期待されているが、その利用技術の基礎となる
放射特性の特徴が未だ定量的に把握されていない。フラットパネルスピーカの放射特性、とく
に放射音が放射角(放射方向)によって相関関数が異なることが分かっている。このため、従来
のコーン型スピーカと比較して、室内での利用時の音声伝達の明瞭度が異なり、マルチチャネ
ル再生時には音像定位が受音点の位置の影響をうけにくい。今回放射特性の特徴を見極める。 
⑥パネルスピーカでは高い周波数域(1kHz 以上)で、指向特性の凹凸が激しく、また隣り合う離
散周波数でも特性が大きく異なる帯域があるなど非常に特徴的な放射特性をもつことが分かっ
た。また、周波数や受音位置によりレベル変動が大きく複雑な振舞いをすることがわかった。 
 
３８ 
①視覚を持った仮装エージェントによる遠隔会話システム 
②安部 憲広 
③九州工業大学情報工学部教授 
④13 年度 
⑤人の音声認識と、音声を伴う仮想物体の指示や把持動作の認識とを統合する基本システムは
安部教授により、既に完成している。これに八木教授の開発したシリコン網膜チップと高分解
能のＣＣＤカメラを組合せることにより、変化部位の検出とその形状処理の高速化を実現する。
このようなカメラシステムを２機用いれば、環境内を移動する事物の正確な認識（立体視）が
可能となる。今回このシステムの試作を行う。 
⑥並列視覚デバイスと CCD カメラで同一場所を見た画像信号の同期を取り、前者によるリアル
タイムの動き画像を用いて、CCD 画像を処理するプロトタイプ・システムの試作を完了した。 
 １．14～16 年度、文部科学省、科学研究費補助金 
２．15～19 年度、総務省、委託研究 

 
３９ 
①高齢者の転倒予防のための反応時間改善プログラムと機器の作成 
②堀田 昇 
③九州大学健康科学センター 助教授 
④13 年度 
⑤H12 年度の RSP 育成試験テーマとして、老人が操作する特別仕様の入力機器をパソコンにつ
なぎ、反応時間データの収集が可能になった。当初は、画面上の光と音声に対して単純に反応
するプログラムを開発し,反応時間の改善を目指した。しかし、筋力強化機器と組合せた装置の
ニーズが高く、計画を変更して加齢に伴う反応時間の遅延を予防するトレーニング・プログラ
ムと下肢筋力強化機器を組合せた装置を開発する。 
⑥高齢者８６名を対象に本プログラムを実施した。反応時間は加齢とともに直線的に低下した。
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反応時間の遅延と平衡能力との間に正の関係が認められ、トレーニングによる反応時間の改善
は平衡機能への影響を及ぼすことが示された。また、転倒経験と転倒恐怖心との関係も正の関
係がみられ、転倒予防には恐怖心に対するケアが必要であると思われる。下肢筋力強化用のバ
ランスボードの効果に関しては、現在トレーニングを実施しており、筋力強化と反応時間の改
善および平衡能力の向上、最終的に転倒危険度の軽減との関係を検討中である。 
 （有）アンサーシステムにて下肢筋力強化機器を実用化。 
 
４０ 
①塩素系有害物質の無害化に関する研究開発 
②三苫 好治 
③広島県立大学生物資源学部 講師（当時 東和大学工学部講師） 
④13 年度 
⑤本研究は取り扱いの容易な「金属カルシウム」と「エチルアルコール」とにより塩素有機化
合物から還元的に塩素が脱離されるもので、この方法で 0.8％PCB 含有擬似トランス油を室温下
処理すると、99.9996％の高率で塩素が除去されることを見出している。今後は、これの除去効
率を 99.99995%（0.5mg/kg-oil 以下）目標に研究を進めていく。また、本法はダイオキシンの
汚染物に対する無害化処理に適用できる可能性が大きい。 
⑥ダイオキシン類のモデル化合物としてテトラクロロアニソールを用い、種々のカルシウム塩
（全 32 種）の影響を調査した。マレイン酸カルシウムを用いると脱塩素効率が増加することが
分かった。 PCB についても同様な試験を実施中である。 
 １．14 年度、JST、技術加工事業 
２．14～15 年度、広島県、重点研究事業 
３．15 年度、ふくおかＩＳＴ、ＭＣ事業実用化可能性試験 

 特許出願件数：１件 
 
４１ 
①高性能ナトリウムイオン導電性固体電解質セラミックスの創製 
②清水 陽一 
③九州工業大学 工学部 助教授 
④13 年度 
⑤高イオン導電性と熱的・化学的にも安定な高性能イオン導電性固体電解質の設計・開発を目
指し、Na 超イオン導電体(NASICON)系に着目し、その合成法を開発した。NASICON 系焼結体ディ
スクの合成は、従来 1200℃程度の高温処理が必要だったが、開発した水溶液系ゾルーゲル法に
より、従来よりも約 200℃も低温の約 1000℃焼成により、ほぼ単相で、比較的高密度(相対密度
>90%)な焼結体ディスクが得られることがわかった。Ｄｙナシコン作成法を開発する。 
⑥ﾅﾄﾘｳﾑ超ｲｵﾝ導電体（Na5RESi4O12；RE=Y,Sm,Gd,Dy,Yb,NASICON：Na1+xZr2SixP3-xO12 x=0～3）
系固体電解質ｾﾗﾐｯｸｽをｿﾞﾙ-ｹﾞﾙ法により試作した。湿式法により、上記の中で、RE=Dy,Gd 系及
び x=0,2,3 系については、高純度･高密度ｾﾗﾐｯｸｽﾃﾞｨｽｸの合成が可能なことがわかった。これら
の中でも、Na5DySi4O12 系は 300℃で 1.6×10-1S･cm-1 もの高い導電性と酸性中(pH=2）で、高
い化学安定性を示すことがわかった。 
 
４２ 
①SQUID 磁気センサと磁気マーカーを用いた磁気的免疫反応検出システム 
②円福 敬二 
③九州大学大学院システム情報科学研究院教授 
④14 年度 
⑤病原菌やガン細胞などの免疫診断に必要な抗原抗体反応の検出は、従来、蛍光マーカーを用
いていたが、大量のマーカーが必要となることや非結合マーカーを分離しなければならない等
の問題があった。磁気微粒子を用いた磁気マーカーと高感度 SQUID センサを用いる本手法は、
マーカー量が少なく、しかも従来法の 100 倍以上の高感度化が期待できるため、その測定シス
テムの基礎技術開発を行う。 
⑥磁性(ﾌｪﾗｲﾄ)微粒子を抗体に結合するための表面修飾を中心に研究を進展し、試作した磁気ﾏ
ｰｶｰをﾓﾃﾞﾙ抗原抗体反応系に適用して高感度検出を実証しつつある。 
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 15～16 年度、経済産業省、地域新生コンソーシアム研究開発事業 
 
４３ 
①新規アリールエチニル誘導体の合成と電界発光素子の開発 
②堀 勇治 
③佐賀大学理工学部機能物質化学科助手 
④14 年度 
⑤電子的キャリア輸送能や蛍光発光機能をもつ有機材料開発を行うため、低分子系から高分子
系まで広範囲に適用可能なアリールエチニル誘導体を簡便に合成可能なカップリング法を開発
した。この合成法は、塗膜として面状、曲面状光源などへの応用、すなわち、新しい照明技術
として期待できる。そこで、この合成法を用いて種々のアリールエチニル誘導体を合成し、発
光材料、キャリア輸送材としての可能性を評価する。 
⑥ﾌﾛｰﾚﾝ 2 量体骨格に各種蛍光性ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄを付けた数種の発光分子を合成しつつある。蛍光強度
を指標としてｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行い、有望材料を薄膜化さらには EL 発光体評価への展開を準備中であ
る。また、別種の光電変換材料の候補としてﾌﾗｰﾚﾝ系の大量合成をも進めている。 
 
４４ 
①プロテインキナーゼシグナル網羅的解析用プローブ 
②片山 佳樹 
③九州大学大学院工学研究院 教授 
④14 年度 
⑤ゲノム研究により、疾患関連遺伝子が容易に発見できるようになってきたが、効率的に新薬
を開発する手法は確立されていない。細胞機能の最下流である細胞シグナルを解析し、遺伝子
や薬物による細胞機能変化を確認するための基質ペプチド型プローブ（試薬）を開発した。こ
のプローブを用いて、直接新薬の探索や副作用解析を行う新しい手法を開発する。 
⑥細胞内のｼｸﾞﾅﾙの数は天文学的数字になるが、ある程度大まかなｼｸﾞﾅﾙｶｽｹｰﾄﾞはわかってきて
いる。主要な役割を果たすﾌﾟﾛﾃｲﾝｷﾅｰｾﾞは約 20-30 種類であると考えられている。それぞれのﾌﾟ
ﾛﾃｲﾝｷﾅｰｾﾞに特異的にﾘﾝ酸化されるﾌﾟﾛｰﾌﾞﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞの合成を進めている。次のｽﾃｯﾌﾟでは、これら
のﾘﾝ酸化の程度の変化を、ｺﾝﾄﾛｰﾙ細胞と未知遺伝子や薬物を入れた細胞の抽出液間で比較する。 
 14～1９年度、NEDO、基盤技術研究促進事業 
 
４５ 
①放射熱流束の測定装置の開発 
②橘 武史 
③九州工業大学工学部 教授 
④14 年度 
⑤液体やガス燃料の燃焼機器を用いた作業において、火炎からの熱流束に関する情報が必要な
場合があるが、これまでこれを簡便に計測できる測定装置がない。本技術は、非接触型放射温
度計に採用されている計測方式をベースとして、従来測定が困難だった赤外域までカバーする
ため光学系、測定系を追加し、放射熱流束をリアルタイムで測定できる装置を開発する。 
⑥本装置は、熱関連設備から発せられる放射熱流束をＷ／㎡で直表示することができ、又、放
射体が炉壁のような固体、火炎のようなガス体、あるいは液体やそれらの複合体であっても使
用が可能であり用途は広い。常温付近でも使用が可能であるため、住宅環境の保全などへの利
用も考えられ、環境保全や省エネルギに結びつけた使い方への展開も期待される。 
 
４６ 
①光再構成型ゲートアレイの開発と再構成プロセッサの実装 
②渡邊 実 
③九州工業大学情報工学部制御システム工学科助手 
④14 年度 
⑤LSI のゲートアレイ（設計した論理回路の配線）をレーザー光を用いて、瞬間的に再構成す
ることができる汎用的なプログラマブルデバイスを開発している。これまでに、その設計技術、
省電力化技術、ホログラム位置補正技術などを開発しており、今後、実装を目標とした光学部
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（ホログラム）の書き込み実験、光再構成型プロセッサの設計・試作、およびその評価実験を
行う。 
⑥光再構成型ｹﾞｰﾄｱﾚｲ第一号 LSI の立ち上げを開始（ﾛｼﾞｯｸﾌﾞﾛｯｸ 2 個,ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾏﾄﾘｯｸｽ 2 個実装の
LSI の試作,実装基板の製作完了)。光再構成型ｹﾞｰﾄｱﾚｲ第二号の試作中。ﾎﾛｸﾞﾗﾑ･ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ･ｿﾌﾄｳ
ｴｱを設計中。VCSEL の駆動回路の設計･製作完了し、立ち上げを実施中（ﾚｰｻﾞｰﾀﾞｲｵｰﾄﾞ点灯まで
確認済み）。 
 １．14～15 年度、文部科学省、知的クラスタープロジェクト創成事業 
２．16～18 年度、JST、重点地域研究開発推進事業 

 特許出願件数：国内７件 
 
４７ 
①画像処理による液滴の界面張力測定 
②坂本 博康 
③九州大学大学院芸術工学研究院 教授 
④14 年度 
⑤化粧品や食品、医薬品など、商品製造時に液体の表面張力をコントロールする必要がある場
合、従来より顕微鏡を用いた懸滴・静滴法があるが、本技術はパソコンを用いた画像処理によ
り、液滴形状を計測し、オンラインかつリアルタイムで高速性と高精度な測定が可能となるシ
ステムを開発する。 
⑥測定装置の試作機が完成したが、従来の懸滴に加え、静滴に対しても測定を可能とするよう
ｼｽﾃﾑの拡張やｶﾒﾗｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾎﾞｰﾄﾞ周りを改善する方向で検討中。改善した試作機を 10 月よりﾕｰｻﾞ
ｰに貸出、評価を受ける予定。商品化に際しての最大の課題はｺｽﾄ削減であり、試作ﾒｰｶｰに検討
を依頼済み。また，本測定法に採用した非線形最適化法（改訂レーベンバーグ・マルカート（Ｌ
ＭＭ）法）を高速化する新しい方法を，本研究の開発過程において考案した。ＬＭＭ法の研究
を，科研費を得て進めており，その有効性が明らかになった。 
 14～15 年度、日本学術振興会、科学研究費補助金 
 
４８ 
①薄膜型温度センサーの開発 
②宮崎 康次 
③九州工業大学 生命体工学研究科 助教授 
④14 年度 
⑤レーザー加工時の微小表面やＬＳＩ内部の極微小表面の温度変化を短時間に計測するため、
２種類の異種金属を基盤の表面に蒸着した薄膜型の熱電対により小さい熱容量のセンサーを作
成し、ナノ秒オーダの時間分解能があることを確認した。微細加工技術により、更に小さなセ
ンサーを作成するとともに、その性能評価を行う。 
⑥異種金属をｶﾞﾗｽ基板上に蒸着し、膜厚 200nm の薄膜型熱電対を作製した。作製した熱電対を
真空ﾁｬﾝﾊﾞｰ中で熱起電力の校正を行って、温度と熱起電力の関係は比例していることを確認。
熱電対の構造を網目状にして、温度分布を測定することを試みた。今後、同様な構造を持つ極
小熱電対を作製し、ｻﾌﾞﾐｸﾛﾝｵｰﾀﾞｰとなる微小領域の温度分布の測定が可能かを確認する。 
 
４９ 
①自己組織性有機/無機ペロブスカイト薄膜のエレクトロルミネッセンスの研究 
②小松 夢子 
③福岡県工業技術センター化学繊維研究所 主任技師 
④14 年度 
⑤PbI2 を無機層とする量子井戸材料中の励起子の安定化を目指し、PbI2 の一部置換という手法
により、室温で高輝度の EL 薄膜の設計指針を明らかにする。本研究開発により、発光素子だけ
でなく半導体レーザー、高速光スイッチ、光変調発光素子などとしての応用も期待できる。 
⑥In-Plane X 線解析の結果、Cd 添加と Zn 添加では積層方向だけではなく面内構造にも違いが
あることが明らかになった。Cd 系の場合 PbI6 八面体の Pb サイトに Cd が置換固溶することに
より、母相である PbI2 と CdI2 が完全に固溶体を形成していることが判った｡今回作製した素子
では EL が観察されず、室温で発光する EL 素子としての可能性を見出すことはできなかった。
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今後、溶液の調整法及び素子作製法についてさらに検討を加える必要があると考えられる。 
 
５０ 
①Spray Deposition による有機超薄膜の調製とその電子デバイスへの応用 
②藤田 克彦 
③九州大学大学院総合理工学研究院 助教授 
④14 年度 
⑤スプレー法を改良した新規薄膜形成法を応用し、環状構造を含む難溶解性有機物質の薄膜化
技術を確立し、パターン形成の可能性をも追求して、新規光・電子デバイスの開発への道を拓
くことが期待される。 
⑥膜中の凝集構造を評価したところ、装置の最適化により表面あらさが 5nm にまで軽減してお
り、電子デバイスに応用可能な品質であることがわかった。分光学的にも粉末時よりも分子間
相互作用が弱く、発光量子収率が向上している。キャリア移動度については、PPV 誘導体で一
般に知られる値に近いものが得られた。塗り分けについては 75 ミクロン線幅での塗り分けに成
功した。以上より、高分子発光素子調製法として高い可能性を有していることが示された。 
 14～16 年度、NEDO、産業技術研究助成事業 
 
５１ 
①木材炭素化物を材料とする電気二重層キャパシター電極の開発 
②朝倉 良平 
③福岡県工業技術センターインテリア研究所 主任技師 
④14 年度 
⑤数種類の賦活処理した木材炭素化物を電極材料として用い、その電気二重層容量を測定し、
樹種間の違い、賦活の程度による影響をみる。また、同様に市販の繊維状活性炭の電気二重層
容量を測定することによる高性能炭素材料との比較、電気二重層容量と密接に関係している細
孔構造を検討し、木材炭素化物の電気二重層キャパシター電極の可能性を明らかにする。本研
究開発により、二酸化炭素放出量削減にも寄与することが期待できる。 
⑥ 5 種類の木材炭素化物と 2 種類の繊維状活性炭の電流値 2mA おける電気二重層容量を比較
した結果，繊維状活性炭よりも高い電気二重層容量を示す木材炭素化物がみられた。また，そ
れらの細孔構造解析の結果，木材炭素化物と繊維状活性炭では木材炭素化物の方が小さな BET
比表面積値であり，それらの細孔構成(ミクロ孔，メソ孔，マクロ孔)も大きく異なっていた。
木材炭素化物の方が繊維状活性炭に比べ比表面積が小さいにも係わらず電気二重層容量は同等
程度示していることから，木材炭素化物に電気二重層キャパシター電極としての実用の可能性
があると考えられる。今後も継続して検討を進める予定である。 
 15～16 年度、福岡県単独事業(新技術開発特別事業 戦略プロジェクト型) 
 
５２ 
①ハンズフリーのポインティング・デバイスを応用した電子ブック読書インターフェース技術
の開発 
②富松 潔 
③九州大学大学院芸術工学研究院 助教授 
④14 年度 
⑤視線感知システムであるアイゲイズインターフェース技術と文章を連文節単位で高速に順次
切り替えて表示する RSVP 技術を組み合わせて、マウス等を使用せずに視線操作のみでコンピュ
ータスクリーン上で効率良く文章を読ませる装置の基礎技術開発を行う。安価なデバイスの利
用ができれば、一般の高齢者向けの装置開発が可能となり、高齢者のための電子本読書ツール
や Web，メールのリーダー、またはハンズフリーで高速読書ができる電子ブック等の商品化へ
つながる第一段階として期待できる。 
⑥プロトタイプをデザイン開発し、ユーザテストを実施した結果、紙に印刷された文章よりも
高速に読めることがわかり、アイデアの有効性が検証できた。テキスト高速順次切替プログラ
ム並びにテキスト高速順次切替方法について、特許申請を行った。 
 今後は、現在問い合わせのある企業と打ち合わせを行い、障害者向け製品の商品化及び携帯
電話への適用等について検討していく。 
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 特許出願件数：国内１件 
 
５３ 
①逐次認識方式による手書き数式入力装置の開発 
②鈴木 昌和 
③九州大学大学院数理学研究院 教授 
④14 年度 
⑤鈴木研究室では手書き数式を一文字ずつ認識するエディターの基本技術（シーズ）を開発済
である。これを活用した遠隔での数学教育システムの開発を目指しているが、その準備段階と
して①市販数式処理ソフトとのインターフェース開発、②数式をウェブページに表示するため
のブラウザー・プラグインの開発、を行う。次段階としてはパワーポイントなどのソフトウェ
アや、ペンタブレットなどの入力装置とのインターフェースを開発し、数学等科学技術分野に
おける遠隔教育システムの実現を狙う。 
⑥各試験項目について、プロトタイプのプログラム開発を行い動作確認を行った。これまでに
開発してきたエディタ（InftyEditor）との親和性もチェックし、十分に利用可能であることを
確認した。特に、HTML 用に出力した数式の画像は非常に高品質で、WEB への数式表示を容易に
する環境ができた。また、OpenXM により多様な数式処理システムと通信が可能になった点も有
意義である。 
 １５年度も引き続き育成試験を実施していく予定である。 
 
５４ 
①塩素系環境汚染物質オンサイト処理プロセスの開発 
②藤井 政幸 
③近畿大学九州工学部 生物環境化学科 教授 
④14 年度 
⑤マイクロチャネル内での特異な流体特性を利用したマイクロリアクターは、微量サンプルの
合成，検出等を迅速かつ安価に行える。自作したマイクロリアクターを用いて、環境汚染物質
の検出とオンサイト処理等での活用の可能性を探る。本研究開発により、環境低負荷型グリー
ンケミストリー反応装置の開発など様々な分野への応用が期待できる。 
⑥温度制御できる加熱オーブンを装着したガラスキャピラリーを用いるマイクロ化学反応系を
組み合わせて，環境水中の微量ダイオキシンや残留農薬などの塩素系環境汚染物質を分解する
プロセスが開発できた。今後，ダイオキシンのような多価塩素化芳香族化合物を分解するため
の温度，反応試薬，濃縮条件を最適化し，実用的な有害物質処理プロセスおよび，安価でコン
パクトなマイクロ化学反応装置の開発に発展させる。 
 
５５ 
①発光性有機分子を用いた導波型可変波長レーザーの開発 
②興 雄司 
③九州大学大学院システム情報科学研究院助教授 
④15 年度 
⑤本研究では、委託先の研究者がこれまで培ってきたレーザー導波路作製技術と、研究協力者
が開発してきた光有機分子であるピリジン骨格を持つ有機 EL 用蛍光色素分子、フルオレン骨格
を持つ蛍光性オリゴマー・ポリマー、という２つの系統の発光性有機分子を組み合わせる。こ
れらの発光性有機分子を導波型レーザーキャビティーに組み込み、レーザー発振実験を試みる
と同時に、発光特性・レーザー特性などを測定し、新しいレーザー用有機分子の開発を行なう 
⑥発光性有機分子を用いた集積型プラスチック色素レーザーを開発し、これまで報告例のない
分子に関してレーザー発振を確認すると同時に、同物質による光増幅特性に関する知見を得た。 
 
５６ 
①電気活性型ポリマーを用いたアクチュエータの基礎開発 
②田中 祀捷 
③早稲田大学大学院情報生産システム研究科教授 
④15 年度 
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⑤ソフト・ロボット構築に必要なポリマー・アクチュエータの材料選択のために、データ・ベ
ースを構築する。特にマックスウエル応力を利用した電気活性型ポリマーについてはアクチュ
エータ諸特性を実験的に求めるとともに、アクチュエータ・プレモデルを作成し機能を確認す
る。この結果をソフト・ロボット開発プロジェクトに結びつける 
⑥ポリマー・アクチュエータの基礎特性測定回路を構築できた。適用材料の検討を行った結果、
アクリルゴムにカーボンブラックの電極を用いたアクチュエータを創製することで、5kV/mm で
最高約 10%の厚み方向の歪みを得ることができた。 
 
５７ 
①スペックル干渉法の動的解析法の検討 
②内野 正和 
③福岡県工業技術センター機械電子研究所 主任技師 
④15 年度 
⑤スペックル干渉法で数値化を行う方法として干渉縞間の位相を求める位相解析法があるがこ
の方法では静的な条件での計測に限られている。実計測では動的な計測が必要不可欠であるた
めスペックル干渉法を用いた変形分布計測の動的な解析方法の検討を行う。方法としては動的
現象を連続して計測したスペックル画像中の１画素に着目し、時系列に処理した時の画素の強
度変化にＦＦＴやヒルベルト変換を用いて位相解析を行うものである。位相解析の精度目標と
して干渉縞の１／５０程度とする 
⑥連続して取り込んだスペックル画像を時系列の強度変化に変換後、FFT 変換を利用し、高周
波ノイズを除去し、強度変化を値化するプログラムを用いて位相解析を行った。結果として本
手法は短時間に強度変化を数値化できることが確かめられ、動的な計測に適応できることが確
かめられた。しかしながら問題点としてスペックルパターンの強度変化が大きくない場合や変
位ゼロの点や変位方向が反転する点を評価する方法を検討しなければならない。 
 
５８ 
①ナノ集合体逆ミセルを用いる遺伝子簡易診断法の開発 
②後藤 雅宏 
③九州大学大学院工学研究院応用化学部門 教授 
④15 年度 
⑤有機相中に形成させたナノ集合逆ミセルが、遺伝子の異常を容易に検出する可能性を見出し
た。本手法は従来型の DNA チップと異なり、蛍光試薬を必要とせず、DNA の入った微量の水溶
液を逆ミセルの有機相と混合するだけで、UV 光度計で検出できるという特徴を有しているため
極めて安価な方法である。本育成試験では、遺伝子の変異を高感度検出の可能性を明らかにす
る。本手法が実用化されれば、遺伝子解析やテーラーメイド創薬の分野の展開が期待できる。 
⑥ナノ集合体逆ミセルを用いた本手法により、ガン関連遺伝子 p53 について実際に解析を行っ
た。６本の遺伝子サンプルをナノ集合体に溶解し、ハイブリダイゼーション速度を UV 光度計に
て測定した。その結果、６本の遺伝子サンプル全てのハイブリダイゼーション速度が、正常の
ハイブリダイゼーション速度と大きく異なることが明らかとなり、遺伝子の異常を容易に検出
できることが実証された。さらに、本手法をＢ型肝炎遺伝子に拡張し、ナノ集合体を利用する
本手法が遺伝子の種類に関わらず汎用性の高い解析手法であることを示された。 
 16～18 年度、JST、重点地域研究開発推進事業 
 
５９ 
①テロメアーゼ阻害活性を有するインターカレータの開発と制癌剤への応用 
②竹中 繁織 
③九州大学大学院工学研究院応用化学部門助教授 
④15 年度 
⑤ペプチド骨格とキナクリンとを組み合わせた新しいポリインターカレータがテロメア DNA4
本鎖構造を安定化させることを明らかにした。この状態ではテロメアーゼによるテロメア伸張
は不可能となり、新たな抗癌剤としての可能性が示された。これを基にした分子設計により新
たな抗癌剤の可能性を探る。本技術の実用化により、テロメアーゼ阻害型新規抗癌剤の開発が
可能となる。 

 37



 

⑥これまで合成したポリキナクリン型ペプチドのテロメラーゼ阻害能について詳細に検討を行
った。膵臓癌患者の膵液から抽出したテロメラーゼの阻害能を詳細に調べた。TRAP アッセイに
よって既存の阻害剤の 100 倍以上の能力があることが明らかとなった。 
 
６０ 
①トリコモナス症に対する新規治療薬の開発 
②水城 英一 
③福岡県工業技術センター生物食品研究所 専門研究員 
④15 年度 
⑤福岡県工業技術センターでは、愛知医科大学，九州大学と共同で抗トリコモナス活性を持つ
Bacillus thuringiensis を発見した。トリコモナス症に対する新規治療薬を開発するために、
抗トリコモナスタンパク質の遺伝子をクローニングし、活性本体の性状を明らかにする 
⑥抗トリコモナスタンパク質と考えられる複数の遺伝子の部分配列を決定した。再現性が良く、
一度に多数のサンプルの処理が可能なマルチウェルプレートを用いた新規の抗トリコモナス活
性試験法を確立し、BT ライブラリーから抗トリコモナス菌株を選抜した。MCRC 菌株が産生する
タンパク質の一部がトリコモナスに有効であることを確認した。 
 
６１ 
①新規機能性食品開発のための培養神経細胞を利用した脳虚血モデル細胞評価法の構築 
②赤尾 哲之 
③福岡県工業技術センター生物食品研究所 専門研究員 
④15 年度 
⑤食品メーカーからの強い要望に応え、新しい機能性食品の開発を積極的に進めることのでき
る研究環境を整備するため、生活習慣病予防食品の評価法の一つとして、脳虚血（脳卒中）に
対する培養神経細胞を利用した脳虚血モデル細胞評価法の構築を行う 
⑥虚血性神経細胞死に対するモデル神経細胞を用いた細胞評価法の確立に成功した。 
 
６２ 
①担子菌に由来する新規生活習慣病予防物質に関する研究 
②小野 昌志 
③福岡県工業技術ｾﾝﾀｰｲﾝﾃﾘｱ研究所 主任技師 
④15 年度 
⑤担子菌（キノコ）由来成分から高血圧予防物質等の生活習慣病予防機能を有する物質を酵素
反応阻害試験や培養細胞を用いたバイオアッセイを指標に探索し、NMR 等各種解析装置を用い、
その構造を同定する。生理活性物質の抽出・分離条件および菌糸体培養による生理活性物質大
量生産の検討も行い、機能性食品・特定保健用食品開発へ向けての基礎データの集積を図る 
⑥抗酸化試験、糖代謝酵素阻害試験、抗高血圧試験を実施し、機能性食品素材として有望なキ
ノコ品種の絞り込みを行った。また、肥満に効果のある食材をスクリーニングするためのアッ
セイ法を構築した。 
 15～16 年度、㈱久留米リサーチ・パーク、バイオベンチャー育成支援事業 
 
６３ 
①数理科学分野のための e-ラーニングシステムの開発 
②鈴木 昌和 
③九州大学大学院数理学研究院 教授 
④15 年度 
⑤数式を逐次的に表示したり、表示位置を自由に移動させたり関連付けたりして、動的に数式
の変形過程を呈示しながら説明できるプレゼンテーションシステムを、鈴木研究室で開発済の
オンライン手書き数式認識技術を中核に組み込んで開発する。簡便な手書き数式入力による書
き込みや、数式処理システムとリンクしたグラフ表示 Window を装備し、学生の視覚的な理解
を助けることによって、未だ世の中に存在しない数理科学分野のための e-ラーニングシステム
のプロトタイプを開発する。 
⑥数理科学分野での e-ラーニングのためのインタラクティブな教材を誰でも容易に製作出来
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るソフトウェアーのプロトタイプを開発した。 
 
６４ 
①PDA における手書き数式入力対応数式処理システムの開発 
②藤本 光史 
③福岡教育大学 情報教育教室 助教授 
④15 年度 
⑤鈴木昌和教授の研究成果（オンライン手書き数式認識技術）をベースに、小・中・高校での
算数・数学の授業に利用できるＰＤＡのプロトタイプを開発する。具体的には、ＰＤＡのタッ
チパネルから手書きで数式を入力し、複雑なコマンドを知らずとも計算を実行できる機能を開
発する。この際、計算ソフトはフリーソフトを利用する。 
⑥ＰＤＡのタッチパネルから手書きで数式を入力し、その数式を数式処理ソフトで処理し、結
果をＧＵＩ表示するシステムを開発した。実際の数学の授業で使用できるように、スタイラス
による簡単な操作だけで計算を実行できる手順を考案した。 
 
６５ 
①周波数制御形超大電流電源の開発 
②園田 敏勝 
③近畿大学九州工学部電気情報工学科 助教授 
④15 年度 
⑤変圧器の交流インピーダンスが励磁周波数に依存する性質を電流制御に用いた励磁周波数制
御形大電源の開発を行う。従来大電流電源には、高圧商用受電設備を必要としていたがこの問
題も解決する携帯用大電流電源装置のプロトタイプを開発する。 
⑥負荷電流の制御方法として、変圧器の漏れインダクタンスに着目している。つまり、励磁周
波数を制御することにより、数 kA～10 kA 以上の大電流の制御を可能にした。 
 本技術シーズを元に、携帯用大電流電源装置として実用化した。 
 
６６ 
①視覚障害者用歩行支援装置の研究       第 1 ステップ：直感的な刺激呈示方法の開発 
②和田 親宗 
③九州工業大学大学院生命体工学研究科 助教授 
④15 年度 
⑤視覚障害者が使用している白杖では、白杖を持っている手から下の障害物を知ることができ
るが、手首より上（腰より上）の高さの障害物を知ることはできない。そこで、不快でない触
覚刺激を呈示することで、視覚障害者の顔を障害物の方向に向けさせるような顔面装着型触覚
ディスプレイの原型プロトタイプを開発し、実用化の可能性を検証する。 
⑥視覚障害者に障害物の位置を知らせるための、眼鏡型の触覚刺激呈示装置の開発を目指して
いる。第１ステップでは、どのような触覚刺激を用いれば、直感的にしかも不快な感覚を生じ
させることなく、障害物の位置情報を呈示できるかを検討した。検討した触覚刺激は、振動刺
激、圧覚刺激、温度刺激、風による刺激の四つである。顔の凹凸を考慮せずに触覚刺激呈示装
置を作成できる点、刺激が知覚しやすい点、高い空間分解能を有する点から、風による刺激が
適当であろうと考えた。さらに、風の刺激によって障害物位置のイメージが可能かどうかを調
べたところ、10 センチ程度の誤差でイメージが可能であった。一般に、障害物は手で探すと考
えられる。手の大きさは 10 センチ程度であるので、誤差があっても障害物を手で触れることは
可能であり、実用性があると考えた。 
 
６７ 
①フラットパネルスピーカ利用技術の研究  第 2 ステップ：駆動方式に関する研究 
②河原 一彦 
③九州大学大学院芸術工学研究院 助手 
④15 年度 
⑤近年新しく提案されている分布振動モード形(DM 形)フラットパネルスピーカ(DML)の特徴で
ある音放射の拡散的性質は、第１ステップの「放射特性の研究」で音圧指向性を詳細に測定し
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た結果、指向特性の多峰性と周波数依存性が大きな特徴であることがわかった。その継続であ
る第２ステップでは、音響インテンシティ測定により拡散的性質を高度化・高品質化するため
に駆動方式を検討する。また特性のモデル化についても検討する 
⑥音響インテンシティ測定により放射エネルギー流を測定、DML のエネルギー指向性が全方位
的であることを確認した。また、エネルギータイムレスポンスを用いた解析に着手し、DML 放
射の特徴を時間応答で把握することを試みている。時間応答は簡易な評価技術へ展開できる可
能性がある。 
 
６８ 
①複素インピーダンス応答方式による新規トータル NOx センサの開発 
②三浦 則雄 
③九州大学産学連携センター 教授 
④15 年度 
⑤自動車からの NOx 排出に伴う大気汚染を軽減するための「自動車排ガス用触媒システム」に
使用する高温動作可能でかつ直接トータル NOx を測定できる新型 NOx センサの開発を行う。具
体的には、トータル NOx が検知可能な検知極材料として種々の単独酸化物・複合酸化物の検討、
応答特性の評価および特異機能発現の因子を追及する 
⑥トータル NOx 検知用としての新規複素インピーダンス応答型センサについて、特に重要とな
る検知極材料に対する探索をスピネル型複合酸化物について行ったところ、ZnCr2O4 を用いた
時に最も良好な NOx 検知特性を示すことが分かった。また、この検知極材料を用いて、自動車
排ガス中に多量に存在する CO2 や H2O の高濃度共存下での NOx 検知特性を調べたところ、これ
ら共存ガスの影響をほとんど受けずに、0 ‒ 200 ppm の濃度範囲において応答感度が NOx 濃度
に比例し、しかも NO と NO2 に対する感度が全く等しいため、トータル NOx の検知ができること
が分かった。さらに、本センサの特異検知特性発現メカニズムを、複素インピーダンス解析や
気相触媒活性測定などの結果より検討したところ、電極界面付近で NOx 組成は導入ガス組成に
かかわらず常に平衡に達しており、しかも電極反応抵抗が NOx の存在により減少するために、
NO と NO2 に対して等しい感度が発現することが分かった。 
 15～17 年度、文部科学省、科学技術振興調整費事業 
 
６９ 
①レーザ照射による溶射皮膜の高機能化技術の開発 
②西尾 一政 
③九州工業大学大学院生命体工学科 教授 
④15 年度 
⑤レーザ照射を金属表面に行うと、急速加熱と急速冷却が得られるため、材料表面の組織を飛
躍的に改善（微細化、硬度の上昇）出来ることを見出した。このことを利用して、ゴミ発電等
に利用される溶射管の溶射皮膜のコーティング特性（気孔率の改善、組織・硬度の改善）を向
上させ、高温・耐蝕・耐磨耗性に優れた特性を有する改質処理技術の開発を行う。 
⑥ハステロイ合金及び自溶合金の溶射皮膜に対してレーザ照射を行い、次の結果が得られた。
（1）いずれの溶射合金についても溶射ままでは、気孔等の欠陥が非常に多く存在したが、レー
ザ照射を行うことにより、これらの欠陥はほとんど消滅した。（2）レーザ照射層の組織は、ハ
ステロイ合金においてデンドライトが認められ、自溶合金においては非常に微細な組織を呈し
ていた。（3）そして、ハステロイ合金のレーザ照射材においては Cr2O3 が形成し、自溶合金の
場合には、Cr2O3, Fe2B 及び Cr2B が形成していた。（4）透過型電子顕微鏡により自溶合金のレ
ーザ照射材を観察したところ、Fe2B 及び Cr2B の晶出が認められた。（5）これらの晶出部の生
成により、自溶合金は溶射まま材に比べて硬さが大きく上昇し、600ＨＶ以上になった。（6） 自
溶合金について塩素ガスによる高温腐食実験を行った結果、レーザ照射材の腐食損失は溶射ま
ま材に比べて約１／３～１／５以下に改善された。 
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育成試験テーマ名 氏名 所属，役職

1 齋藤 新規光増感剤を使用した湿式太陽電池の試作 榊 茂好 熊本大学工学部　教授（当時）

2 水町
任意の抗原に特異的なヒト型ﾓﾉｸﾛｰﾅﾙ抗体の作
成

川原 浩治 北九州工業高等専門学校物質化学工学科　助教授

3 中野 ペレット状微粒ﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞ電鋳工具のｻﾝﾌﾟﾙ試作 仙波 卓弥 福岡工業大学工学部　教授

4 片多
ﾊﾟｰﾑｵｲﾙ廃液資源化による地球温暖化ガス排
出の抑制

白井 義人 九州工業大学大学院生命体工学研究科　教授

5 齋藤 高移動度有機半導体の開発 江良 正直 佐賀大学理工学部　助教授

6 水町
生殖腺刺激ホルモン放出ホルモン(GnRH)による
魚類の成熟・産卵統御法

松山 倫也 九州大学大学院農学研究院　教授

7 中野
ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝﾚｽ･ﾓｰｼｮﾝｷｬﾌﾟﾁｬ法の実証用ﾌﾟﾛﾄ･
ｼｽﾃﾑ構築

石川 聖二 九州工業大学工学部　教授

8 片多
有害な有機溶媒を用いないﾏｲｸﾛｺｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ
の開発

三島 健司 福岡大学工学部　助教授

9 齋藤 線状分布した放射ﾉｲｽﾞ源探知技術の開発 石田 康弘 福岡県工業技術センター機械電子研究所　主任技師（当時）

10 齋藤
新しい金属系複合材料の生体用構造材料への
適用可能性評価

小金丸 正明 福岡県工業技術センター機械電子研究所　主任技師

11 水町
動物細胞培養床用ｱﾊﾟﾀｲﾄｼｰﾄ及びｼｰﾄを利用し
た細胞大量培養装置

川勝 博伸 福岡県工業技術ｾﾝﾀｰｲﾝﾃﾘｱ研究所　技術開発課長

12 水町 繊維およびﾌｨﾙﾑのﾅﾉ加工法の開発 真鍋 征一 福岡女子大学　教授

13 齋藤 高吸着能を有する多孔質TiO2膜 渡 孝則 佐賀大学理工学部　教授

14 齋藤
誘電泳動インピーダンス測定による水中微生物
検出法の開発

末廣 純也 九州大学大学院システム情報科学研究院　助教授

15 齋藤 白色発光体の開発 又賀 駿太郎 九州大学先導物質化学研究所　教授

16 齋藤
２方向同時変位分布計測システムの開発に関す
る研究

内野 正和 福岡県工業技術センター機械電子研究所　主任技師

17 水町
ｾﾙﾛｰｽ由来の水溶性オリゴ糖誘導体の重金属
吸着能

世利 桂一 福岡県工業技術ｾﾝﾀｰｲﾝﾃﾘｱ研究所　研究員

18 中野 打音法を改良したSIBIE法による内部欠陥評価 大津 政康 熊本大学大学院自然科学研究科　教授

19 中野
高齢者の転倒予防のための反応時間改善のた
めのプログラム作成

堀田 昇 九州大学健康科学センター　助教授

20 片多
層状水噴射によるディーゼル排気有害物質の低
減

高崎 講二 九州大学大学院総合理工学研究科　教授

21 片多
粒界構造データ・ベースを用いた耐熱鋼の組織
評価

中島 英治 九州大学総合理工学研究院　助教授

22 片多
DE級増幅器を用いた小型高効率スイッチング電
源

末次 正 福岡大学工学部　助教授

23 齋藤 新規光増感剤を使用した湿式太陽電池の試作 榊 茂好 熊本大学工学部　教授（当時）
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24 齋藤
錯体系色素を用いる固体型酸化チタン太陽電池
の開発

江良 正直 佐賀大学理工学部　助教授

25 水町 省エネ型快適空気環境維持装置の開発 真鍋 征一 福岡女子大学　教授

26 中野
ﾌｰﾘｴ級数型学習しきい素子Folthretとその自動
運転及びﾛﾎﾞｯﾄへの応用

横井 博一 九州工業大学大学院生命体工学研究科　教授

27 齋藤 マグネシウムの接合技術に関する研究 中村 憲和 福岡県工業技術センター機械電子研究所　専門研究員

28 齋藤 有機半導体薄膜の構築とその利用 筒井 哲夫 九州大学大学院総合理工学研究院　教授

29 齋藤 Si/SiGe/Siヘテロ界面構造形成と歪み制御 宮尾 正信 九州大学大学院システム情報科学研究院　教授

30 齋藤 歪ＳＯＩウェーハの欠陥検出とその制御 中島 寛 九州大学産学連携センター　教授

31 水町 DNAｺﾝｼﾞｭｹﾞｰﾄ物質を用いる遺伝子診断法 前田 瑞夫 九州大学大学院工学研究院　教授（当時）

32 水町
非水媒体中で機能する高機能化酵素を用いた環
境浄化ｼｽﾃﾑの構築

割石 博之 九州大学大学院農学研究院　教授

33 中野 アナログ人工網膜を用いた並列視覚デバイス 八木 哲也 九州工業大学情報工学部　教授（当時）

34 片多 廃材炭化物からの不燃性遮音ボードの開発 樋口 光夫 九州大学大学院農学研究院　教授（当時）

35 齋藤 金属酸化物構造体及びその製造方法 諫山 宗敏 福岡県工業技術センター化学繊維研究所　専門研究員（当時）

36 水町 酵母のピリドキシン合成形路の解明 近藤 寛樹 九州工業大学情報工学部　教授

37 中野 フラットパネルスピーカの利用技術に関する研究 河原 一彦 九州大学大学院芸術工学研究院　助手

38 中野
視覚を持った仮想エージェントによる遠隔会話シ
ステム

安部 憲広 九州工業大学情報工学部　教授

39 中野
高齢者の転倒予防のための反応時間改善プロ
グラムと機器の作成

堀田 昇 九州大学健康科学センター　助教授

40 片多 塩素系有害物質の無害化に関する研究開発 三苫 好治 東和大学工学部講師（当時）

41 片多
高性能ナトリウムイオン導電性固体電解質セラ
ミックスの創製

清水 陽一 九州工業大学工学部　助教授

42 齋藤
SQUID磁気センサと磁気マーカーを用いた磁気
的免疫反応検出システム

円福 敬二 九州大学大学院システム情報科学研究院　教授

43 齋藤
新規アリールエチニル誘導体の合成と電界発光
素子の開発

堀 勇治 佐賀大学理工学部　助手

44 水町
プロテインキナーゼシグナル網羅的解析用プ
ローブ

片山 佳樹 九州大学大学院工学研究院　教授

45 中野 放射熱流束の測定装置の開発 橘 武史 九州工業大学工学部　教授

46 中野
光再構成型ゲートアレイの開発と再構成プロセッ
サの実装

渡邊 実 九州工業大学情報工学部　助手
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47 中野 画像処理による液滴の界面張力測定 坂本 博康 九州大学大学院芸術工学研究院　教授

48 片多 薄膜型温度センサーの開発 宮崎 康次 九州工業大学大学院生命体工学研究科　助教授

49 齋藤
自己組織性有機/無機ペロブスカイト薄膜のエレ
クトロルミネッセンスの研究

小松　夢子 福岡県工業技術センター化学繊維研究所　主任技師

50 齋藤
Spray Depositionによる有機超薄膜の調製とその
電子デバイスへの応用

藤田　克彦 九州大学大学院総合理工学研究院　助教授

51 齋藤
木材炭素化物を材料とする電気二重層キャパシ
ター電極の開発

朝倉　良平 福岡県工業技術ｾﾝﾀｰｲﾝﾃﾘｱ研究所　主任技師

52 中野
ハンズフリーのポインティング・デバイスを応用し
た電子ブック読書インターフェース技術の開発

富松　　潔 九州大学大学院芸術工学研究院　助教授

53 中野
逐次認識方式による手書き数式入力装置の開
発

鈴木　昌和 九州大学大学院数理学研究院　教授

54 片多
塩素系環境汚染物質オンサイト処理プロセスの
開発

藤井　政幸 近畿大学九州工学部　教授

55 齋藤
発光性有機分子を用いた導波型可変波長レー
ザーの開発

興　雄司 九州大学大学院システム情報科学研究院　助教授

56 齋藤
電気活性型ポリマーを用いたアクチュエータの基
礎開発

田中　祀捷 早稲田大学大学院情報生産システム研究科　教授

57 齋藤 スペックル干渉法の動的解析法の検討 内野　正和 福岡県工業技術センター機械電子研究所　主任技師

58 水町
ナノ集合体逆ミセルを用いる遺伝子簡易診断法
の開発

後藤　雅宏 九州大学大学院工学研究院　教授

59 水町
テロメアーゼ阻害活性を有するインターカレータ
の開発と制癌剤への応用

竹中　繁織 九州大学大学院工学研究院　助教授

60 水町 トリコモナス症に対する新規治療薬の開発 水城　英一 福岡県工業技術センター生物食品研究所　専門研究員

61 水町
新規機能性食品開発のための培養神経細胞を
利用した脳虚血モデル細胞評価法の構築

赤尾　哲之 福岡県工業技術センター生物食品研究所　専門研究員

62 水町
担子菌に由来する新規生活習慣病予防物質に
関する研究

小野　昌志 福岡県工業技術ｾﾝﾀｰｲﾝﾃﾘｱ研究所　主任技師

63 中野
数理科学分野のためのe-ラーニングシステムの
開発

鈴木　昌和 九州大学大学院数理学研究院　教授

64 中野
PDAにおける手書き数式入力対応数式処理シス
テムの開発

藤本　光史 福岡教育大学情報教育教室　講師

65 中野 周波数制御形超大電流電源の開発 園田　敏勝 近畿大学九州工学部　助教授

66 中野
視覚障害者用歩行支援装置の研究       第1ス
テップ：直感的な刺激呈示方法の開発

和田　親宗 九州工業大学大学院生命体工学研究科　助教授

67 中野
フラットパネルスピーカ利用技術の研究　　第2ス
テップ：駆動方式に関する研究

河原　一彦 九州大学大学院芸術工学研究院　助手

68 片多
複素インピーダンス応答方式による新規トータル
NOxセンサの開発

三浦　則雄 九州大学産学連携センター　教授

69 片多
レーザ照射による溶射皮膜の高機能化技術の開
発

西尾　一政 九州工業大学大学院生命体工学科　教授
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３ 育成試験を経ずに展開した事例 

科学技術コーディネータが調査した案件のうち、優れた研究シーズについては、育成試験を経

ずに、科学技術コーディネータによるコーディネート活動により、下記の成果を生み出した。 

（他事業への展開） 

① 白色腐朽菌によるダイオキシン汚染修復技術（九州大学大学院農学研究院 教授 近藤隆一
郎）を、１２年度、ＪＳＴ、研究成果最適移転事業 成果育成プログラムＡ（権利化試験）

へ展開した。 

② リチウムイオン二次電池用スピンネル型マンガン系酸化物の開発（佐賀大学理工学部 教授 
芳尾真幸）を、９年度、ＪＳＴ、独創的研究成果育成事業へ展開した。 

③ 触媒を用いるフロン燃焼分解処理装置の開発（九州大学大学院工学研究科 教授 若林勝彦）
を、１１年度、ＪＳＴ、独創的研究成果育成事業へ展開した。 

④ 小型軽量リチウムマンガン系バッテリーの開発（佐賀大学理工学部 教授 芳尾真幸）を、
１１年度、ＪＳＴ、独創的研究成果育成事業へ展開した。 

⑤ 遺伝子変異解析と尿中癌マーカーの測定による新しい癌診断キットの開発（九州大学大学院
医学研究院 教授 濱崎直孝）を１４年度、経済産業省、地域新生コンソーシアム研究開発

事業へ展開した。 

⑥ 遺伝子変異解析と尿中癌マーカーの測定による新しい癌診断キットの開発（九州大学大学院
医学研究院 教授 濱崎直孝）を１５年度、ふくおかＩＳＴ、産学官共同研究開発事業へ展

開した。 

⑦ ブラインドセパレーションに基づく雑音除去法（近畿大学九州工学部 教授 五反田博）を
１２年度、ふくおかＩＳＴ、商品化・実用化事業へ展開した。 

⑧ Shock Wave を用いた食品の省エネルギー殺菌技術の開発（九州大学大学院農学研究院 教授 
早川功）を１５年度、経済産業省、地域新生コンソーシアム研究開発事業へ展開した。 

⑨ 有用微生物の分離源探索及び迅速分離同定技術の開発に関する研究 （福岡県工業技術センタ
ー生物食品研究所 専門研究員 水城英一）を１１年度、ふくおかＩＳＴ、産学官共同研究

開発事業へ展開した。 

⑩ 有用微生物の分離源探索及び迅速分離同定技術の開発に関する研究 （福岡県工業技術センタ
ー生物食品研究所 専門研究員 水城英一）を１１年度、生研機構、出資事業へ展開した。 

⑪ 有用微生物の分離源探索及び迅速分離同定技術の開発に関する研究 （福岡県工業技術センタ
ー生物食品研究所 専門研究員 水城英一）を１２年度、文部科学省、地域先導研究事業へ

展開した。 

⑫ 有用微生物の分離源探索及び迅速分離同定技術の開発に関する研究 （福岡県工業技術センタ
ー生物食品研究所 専門研究員 水城英一）を１４年度、㈱久留米リサーチ・パーク、バイ

オベンチャー等育成事業へ展開した。 

⑬ 有用微生物の分離源探索及び迅速分離同定技術の開発に関する研究 （福岡県工業技術センタ
ー生物食品研究所 専門研究員 水城英一）を１５年度、北九州市、北九州産学官連携研究

事業へ展開した。 

⑭ 高温超電導 SQUID 磁気センサの開発に関する研究 （九州大学大学院工学研究院 教授 円福
敬二）を１３年度、ふくおかＩＳＴ、産学官共同研究開発事業へ展開した。 

⑮ 新有機エレクトロルミネッセンスデバイスの創製技術に関する研究開発（九州大学他、プロ
ジェクトリーダー：ふくおかＩＳＴ顧問 齋藤省吾）を９年度、経済産業省、地域新生コン

ソーシアム研究開発事業へ展開した。 

⑯ アナログ人工網膜を用いた並列視覚デバイスの開発（九州工業大学情報工学部制御システム
工学科（当時） 八木哲也）を１１年度、JST、緊急育成試験へ展開した。 

⑰ アメニティーエラストマーの開発（長崎大学工学部 教授 古川睦久）を１２年度、ＪＳＴ、
独創的研究成果育成事業へ展開した。 
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（商品化事例） 

① 癌診断キットの研究用試薬として、㈱トランスジェニックより販売開始（遺伝子変異解析と
尿中癌マーカーの測定による新しい癌診断キットの開発、九州大学大学院医学研究院） 

② ㈱ウェイブコムにて音声ノイズ除去システム（商品名「プリボイス」）を商品化（ブライン
ドセパレーションに基づく雑音除去法、近畿大学九州工学部）。 

③ ㈱エムティアイにおいて、「極微弱磁界マッピングシステム」として商品化（高温超電導 SQUID
磁気センサの開発に関する研究、九州大学大学院工学研究院）。 

④ 携帯電話の内外部ディスプレイ、14 インチパソコンフルカラーディスプレイとして商品化
（新有機エレクトロルミネッセンスデバイスの創製技術に関する研究開発、九州大学他）。 

⑤ コンピュータエンジニアリング㈱が、NeoSolid サーフェイスサブセットとして商品化（「干
渉線投影法」に基づく高度意匠形状対応型３次元 CAD/CAM システムの開発、福岡県工業技術

センター機械電子研究所）。 

⑥ 折尾精密㈱が、「NC 工作機械精度誤差計測ｼｽﾃﾑ」として商品化（高速切削加工対応の NC 工
作機械動作制御計測システム、福岡県工業技術センター機械電子研究所）。 

⑦ 九州ハセック㈱が、「SUPER DISK COUPLING」として商品化（ダイアフラムカップリングの
開発、福岡県工業技術センター機械電子研究所）。 

 

（起業化事例） 

① ブラインドセパレーションに基づく雑音除去法（近畿大学九州工学部 教授 五反田博）の
技術を元に、㈱ウェイブコムを設立（平成１２年６月２日）。 

 

４ 実用化・商品化の前段階にある事例（プロトタイプ開発等） 

①13～14 年度、実際の電子機器を対象としたノイズ源探知基本ソフトウェア開発、及び諸条件の

最適化を実施し、15 年度、基本ソフトウェアを用いて、本システムの汎用化を開始した。 

②太平洋セメントと共同で、可搬式衝撃力入力装置のプロトタイプを開発した。ソフトウェアの

汎用化と全てを一体化した検出・分析・画像化の可能なシステムを実用化中である。 

③三菱住友シリコン㈱において、歪 SOI ウェーハのサンプル出荷を開始した 

④九州計測器㈱において、ロボットの目を意識した視覚デバイスを試作した。 

⑤ＲＳＰ事業育成試験の課題が発展し、常温近傍から数百度までの熱流速が測定可能な放射熱流

速測定装置のプロトタイプの開発に成功。 

⑥ＲＳＰ事業育成試験の課題が発展し、画像処理技術を用いた界面張力測定装置のプロトタイプ

の開発に成功。 

⑦ＲＳＰ事業育成試験の課題が発展し、障害者用のハンズフリー電子ブックのプロトタイプ開発

に成功。 

⑧パームトップの可変波長レーザー光源、バイオチップ用光源開発の開発に成功した。 

⑨動的な解析方法を組み込んだ計測装置を試作した。 

⑩e-ラーニングのためのインタラクティブな教材を誰でも容易に製作出来るソフトウェアーの

プロトタイプを開発した。 

⑪Linux 搭載ＰＤＡである Zaurus 上にプロトタイプを開発し、積分計算機能も実装した。 

⑫協力企業の新機種開発時に、エキサイタの取り付け方法を変更し、聴感的な低域特性を改善し

た。この設計変更と物理特性との対応について検討を行っている。 
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